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大型魚礁の底刺網漁獲物，ノコギリザメ，その他1．
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大型魚礁の底刺網漁獲物，マハタとカンバチ2．
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大型魚礁の底刺網漁獲物，キダイ5．



はしがき

沿岸漁業構造改善事業の一環として実施中の大型魚礁設置事業は，昭和４２年度から開始さ

れ，昭和４５年度雀で忙総事業費７５９６万円をもって，総計４０５０個の大型魚礁が大島千

波沖に投入された（図１～２）。

昭和４２年度～昭和４５年度における大型魚礁投入設置指導お主び魚礁の効果調査について

は，すでに報告済（東水試通刊１９９号）であるが，昭和４５年度については投入実施中のた

め，一部しか報告かされて左いので，今回は昭和４５年度の未発表分と併せて，昭和４４～４５

年度における大型魚礁の投入指導並びに効果調査について取りまとめを行なったので報告する、
ノミ

なお，本事業は昭和４６年度も弓|続いて実施される予定である｡～
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図１魚礁設置個所とその近海！

（×印は設置位置を示九）
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実施機関および担当区分

Ａ実施機関

Ｂ調査船

東京都水産試験場大島分場

指導船噸あず雀、､（６２５２トン）船長藤浦紀光外１７名

調査船、､かもめ､､（２９４トン）船長田中七郎外１名

技師草苅正技師岩田光正

”中川政男〃大矢雅道

”石川吉造〃大槻知寛

”ｵﾁﾄﾞ内智”川野俊昭

草苅正，川野俊昭

東京都大島支庁産業課水産係技師小西尚男

〃江口 健

〃井沢節郎

東京都大鳥町彼浮港末宏丸（金城宏〉

外
Ｏ調査員
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Ｅ調査協力者

Ｉ大型魚礁投入指導および設置状況調査

Ａ概要

昭和４４年度は１０月１８日に第１回の投入を行ない，昭和４５年５月２５日までに１０

航海実施し，この間に１，１１０個を投入Ｍ二・

また，昭和４５年度は１１月６日に第１回目の投入を行ない，昭和４６年５月２７日まで

に１０航海実施し，本年度の全事業を完了したｎ

昭和４２～４５年度に引続いて，魚礁設置にあたっては出来るだけ魚礁効果をあげるため，

一定地点に集中的に投入し魚礁を操業する漁船が，有効に禾幅出来るよう考慮して，バラツ

キについては一応半経５００７７０の範囲を目安とした。

・魚礁の作製にあたっては，従来，投入船に積載する場合，或いは投入時において破損する
；ｊ

ものがみられたので，魚礁の投入は作製後２ケ月以上のコンクリート養生期間をｊｓ､〈よう指

導した。ｌｉＬ

Ｂ投入指導および調査方法

魚礁の投入は作製の都合により，時期的に晩秋より冬季にかけて行なわれる。この時期は

海況、天候ともに不順の季節で，集中的な投入は極めて困難であるので，バラツキについて

は特に注意した。
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魚礁の投入指導お主ぴバラツキ状態の観察はつぎの方法によった。～■'三』

１．投入海域は黒潮本流と沿岸水が交叉し，流速も早く，交允流向も一定ではないので，中

心部に集中的に投入を行なうために，前回（４２，４５年度）同様に中心部に目標となる浮

標を設置して，これを中心に投入を実施する。注允，浮標は航海の都度入れ直す｡

また，目標の浮標は図５に示すとおり，ガラス玉を二連式とし，流向と流速の目安とし

た。流圧および風圧が複雑左ため，操船にあたってはこまめ左操船を行ない，絶えず中心

部に集中投入出来るよう，その都度指示した御

２魚礁の投入に際しては従来２～５個同時に投入したが，昭和４４年度からは破損防止

と安全対策のため，１個づつ投入せしめ，をたバラツキ状態を把握するため，従来どおり

５個投入する毎に測角により，位置の確認を行なった。
‘，、い:がＬ

Ｏ調査経過主雪よび結果

内
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1．投入経過

魚礁の投入は，昭和

４５年度まで予定どお

りの個数が投入され，

昭和４５～４４年度に

ついては全個数の投入

Iに立会い，昭和４５年

度については投入個数

９００個中７５２個の

投入に立会った。

投入時における状況

は表１から表５のとお

りである。全体的には

魚礁の作製の都合によ

り，投入時期は季節風

の強い冬期に行なわれ

たが，比較的好天候を

選んで実施したため，）
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図５浮標の設置方法

んで実施したため，ほｇ予定の範囲内に投入することが出来た。
!■4１■

投入魚礁のバラツキ調査2．
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各年度別のバラツキ状態を，図４～図８の船位測定にもとずくバラツキ想定図によって

示した。

２－１昭和４５年度は，投入実施に９日間を要し,＋そのうち７日間はＮＥの風向であっ

たため１目標の浮標が西寄，と左ルパラツキは中心点より西側に比較的多くみられ，

半径２００ｍ圏外に約５０妬が投入された模様である（図４）。

２－－２「昭和４４年度は,~ほｇ目標地を中心に平均に投入されたが，目標の浮標の流出が
一・．y-1o6､１．．．．１．１F｡．ヶ"

＿あったため，-南側および西側にそれぞれバラツキが多くなった。しかし全体的には半径

１００，内に約４０～５０妬，半径２００，内に８０％が投入された模様である(図６）

２－５．昭和４５年度は，投入魚礁９００個のうち７５２個についてバラツキ調査を行な

った。１１月中に投入した５２５個についてはほｇ半径２００机圏内に投入された主う

であるが，５月に投入され･た魚礁は，半径２００ｍ圏外にバラツキが多くみられた。こ

れは投入日かＮＥ～Ｎの風波か強く，また流向かＳ～Ｎ，或いはＥ～Ｗと変化がはげし

く）操船が非常に困難であったためである。したがってプ全体の６６冊が半ｊｆｉＥ２００７７ｚ

圏外に投入されたとみられる（図７）。－

２－４昭和４２年から昭和４５年度にいたる魚礁の投入総数４０５０個のバラツキ想定

図は，図８に示したとおり;である～との想定図によれば低ｇ予定中心地に集中的に投入
！．．＿‘

され，半径２００ｍ圏内では南東区域が幾分少ないかほ旨平均的にバラツキがみられる，

また半径５００ｍ圏内では北西～南西にかけてのバラツキが多くみられる，半径５００

ｍ圏外には約４２０値|が投入されているが，これは目標となる浮標が〆魚礁投入の際に

1切断し，目標が流出した特殊の場合のj;人であった。
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表１昭和４５年度大型魚礁投入立会状況

芒IjiliTTJIBILllilmilIZLi
投入船投入月日

伸先九４５．１０．６． １１４

喜幸九１０１０． ８０
＜‘

Ｐ

和喜丸１１．１６ ７６

喜幸丸１１．２６ １５４

１２．２ １７５〃

４４．２．２５．１〃

Ｑ

川|藤lﾊ,:M:二噸霧舵北東風の影響「5．５． 〃

、

風ＮＥ／６，波浪６，視界不良と強風で測角不良であ

った。

流向ＳＥ，風ＮＥ／５，波浪２南東の流れと北東の

風に流され中心より２００ｍ南東側に投入された。

風NIB／４，波浪１海況はおだやかたるも視界不良で

測角不能であった。

5．４． 〃

「

5．６． 〃

5．ス 〃

計

※４４年２月２日魚礁作製作業終り
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表２昭和４４年度大型魚礁投入立会状況

投入月日 投入船 海 祝

潮ｌｊｆＮＥ／1.5Ｋt，風N／４，潮がゆるやかのため

ほ区中心付近に投入できた。
｡｡16､白,,.｡

潮流速し風N／５，視界不良のため測角で鰍かつ
；，、’1.,

ﾌﾟﾋ。

潮流ＮＥ／２，風８Ｗ／１，中心よりや》北側に投入

された。

潮流ＮIDにや》速い，風ＮＮＥ／１，視界不良，潮と

風が逆のため浮標ダルのＮＥ海域に集中投入された。

潮流ＮＥ，風ＮＥ／２，波浪２，北東流に流され中心

よりやＡ北東寄りに投入された。

潮流８Ｗ，風ＮＥ／４，波浪２，潮流と風にあおられ

'ミラソキが多かった。

和吉丸４４１０．１８

１０．１９ 〃

｡'

１０．２１ 〃

'４

1１．２， 〃

４５．１．２Ｚ 〃

1．２１ 〃

潮流Ｓ～ＳＳＷ～Ｗ，風ＮＥ～Ｓ／５，前半は設置区

を中心に投入できたか，後半西流と南風で中心より北

西５００ｍ付近に投入された。

流向Ｗ風ＮＥ／４，西流と北東風でバラツキがひど

く，南西に広く投入された。

潮流ＳＥ，風W／４，大体中心付近に多く投入された

潮流N/1,5,風SW／5,前半は北西寄りだったが,

後半南東寄りに投入された。

２０６5．１５ 〃

' 5．１５ 〃

１４８
･

５２０

5．２５１ＩＦ
●

１１１０計

－７－
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表５昭和４５年度大型魚礁投入立会状況

投入船 海況

流向おだやか，風ＮＢ／５，波浪J2i設置区周辺１００

ｍに投入された）

流向ＮＥ，風ＮＥ／４，波浪５，－時ＮＥ流に流され

たか，ほとんど中心周辺１００～２００加域に投入で

きた。：

流向Ｍ風ＮＥ／４，波浪５，西流と北東流か強く船

位保持困難，中心より西側１５０～２００ｍに南北に

長く投入された。

視界不良で船位測定できず，ブイを中心に投入するも

ＳＷ側に強く流され，バラツキが多かった。

潮流Ｓ→Ｎ，風Ｎ／5，強いＮ風と不規則な潮の影響

のため中心より西側の半径４００ｍ四方に広く投入さ

れ（ラツキが多かった。

潮流Ｅ→Ｎ，風N／５潮の影響があって，中心より

西側において，東西に広く投入された。

投入月日

和喜九４５．１１．６ ７４

~１

く゛

１１．８ １４８〃

Ｐ

１１:２８ １０５〃

４６．５．２５ １４８〃

5．２６１〃 １４８

＜

＄

5．２７ １５１〃

計 ７５２
■

粥昭和４５年度における投入総数は９００個（４６．５２４１４８個投入には立会わ戈）
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０ 図４昭和４２年度における大型魚礁のバラツキ状況想定図（投入船の船位測定による）
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図５昭和４５年度における大型魚礁のバラツキ状況想定図（投入船の船位測定による）
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図６昭和４４年度における大型魚礁のバラツキ状況想定図（投入船の船位測定による）
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●

図７昭和４５年度における大型魚礁のバラツキ状況想定図（投入船の船位測定による）
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■

図８昭和４２～４５年度における大型魚礁のバラツキ想定図（投入船の船位測定による）
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5．魚探による設置魚礁の観察

魚探調査による魚礁の観察を釣獲調査と併せて行なった。

投入魚礁のバラツキ状況は，図，１０の魚探記録のとおり反応にはかたりよく確認され，

バラツキについては価Ⅸ想定図どおりと推定された。

さた，魚探による観察では，魚碓付近に集合した魚群の状況も観察された。

Ｉ
ｒ
一
、

●Ｐ

魚礁につ
いた魚群

／、
(サバ，ムロ）

１

８１

《Aｄ
Ｕ３Ｖｊ｡＄･

ＳＳＦ=

.-ｊ，．’

も」錨?｛
アリ・；．

0ザ-

△．可

●い●ｑ‐〉十■一色ロ已珀、●】』『一○痙握百丁串ＩＬＧ０８１斗ザ・しａ

iii
ｕ~1

51ｌ
ｆＰｒ
４仏

ｈ

;馨
し－ｔ､

}↑猶
_119.`〆
,り゛－．F

：ノ`勘

;￥ ○一ｍ一ＪＦＢ－ＱＰ■●。■
‐
０
屯
．
ｌ
Ｂ
ｊ
』
．
ｔ
▲
■
・
皀
口
‐

』一反、灘一切姪祷碓

純磯一灘｛瀞》

#，
‐･J

ｉ１ｉ
Ｖｉ

Ｕｃ
ノ，〃

9
０

投入した
大型魚礁

膿￣

Ｐ

屯

ろ魚群状態（４５１２１１.調査）図９投入魚礁におけ

１４



２～５段積み

血匹11ＩＩＩＩＩＩｌＩＩＩＩ１ＩｍｌＩIl11111nH鴎1噂1111111;覇
ゾ

ーユ

ノ

その１ 升

<凸

『

その２

.臣1頭!Ｉ鐸i1i1i11w1II1r11111I111II11IＩ鯨1M重 ｑ

Ｑ

その５

■

5段積み

■IiiIIIIImlIIiIIIiiiIiiIi囚IIIm19ii繭
？】凸

図１０魚探調査による投入魚礁の積重ね状i兄（４６．３.月末調査）

-１５－



Ｈ大型魚礁効果認定調査

Ａ概一要

大島千波沖における大型魚礁は，昭和４５年度までに累計４０５０個が投入された。この

魚礁の効果に関して，長期的な魚族の定着等についての観察は困難であるが昭和４２～４５

年度については前報（通干Ⅱ１９９号）で報告したので，今回は昭和４４～４５年度について

の調査結果を取りまとめ，考察を行なった。

Ｂ調Ｔ査方｣法‘～～

へ｜魚礁の集魚効果については，前回（昭和４２～４５年）同様に，釣獲および底刺網に主

b漁獲調査を行ない，さた魚探反応により魚群の集合状態を観察した。

２漁獲物における出現魚種および漁獲量，魚体調査については前回同様に行たった

～ａ調査日寺期とじてはヅ前回が主左対象である底魚漁期（9～１１月）に集中的に行なった

＝が，今回は原則として毎月2～５回の予定で周年にわたる調査を行たった■

４．調査船はｕかもめ、bを主体とし，とれに指導船《、あず注、､を随時参加せしめ，このほか

～民間漁船の協力を得て調査の充実をはかった。

Ｃ調査経過および結果～

１ｔ漁獲調整［

．釣獲調査はウ浮魚および小型魚種を対象とし，底刺網調査は底棲魚および大型魚種を対

象とした。け

。１－１釣獲調査（曳繍を含む）

調査用の釣漁具は前回同様に，通常伊豆諸島近海で使用されている底魚一本釣漁具を

刀使用した。１１

釣獲調査にt昭和４４年４月～昭和４６年５月までに１８日間実施しｉ廷７４回の釣獲

を行たった。

本調査は主として魚礁設置個所を中心に行ない，その都度投繍揚繩の位置を測定し，

その間の魚種分布を調査した。

昭和４４年度の出現種は９種１４５尾，昭和４５年度は８種６１尾にすぎたかった。

前回調査以外に出現した魚種は，昭和４４年度はムソ，アカゼムロ，トラザメ，ギン

ザメ，昭和４５年度はマルソーダ，エイ，アカイサキ，タカアシガニ，の８種であった。

昭和４４年度において魚群の最も魚礁に蛸集した時期は６～８月で价多獲魚種として
句

はチカメキントキ，ゴマサパ，マサパが出現した。

。
。
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●
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表５昭和４５年度月別漁獲状況 (尾）
⑪

月

計
－
２
１
４
１
４
１
４
１
－
↑
３
７
５
１
２
２
５
１
５
４
５
２
１
１
行
皿
８
－
１
１

４ 1２ １ ２
種

２

Ｉ
１

５１

１

５ １

１

２

１
１

１

１

ろ

７
２

１

１

２

２Ｐ ５
１
５
１
２
２
９

円

２

１
１

Ｃ

１
１

’’

'－．１

ダ
パ
パ

マルソー

マ ブナ

ゴマサ

ホンザメ

カサゴ

繩
底
延

計 １１ ００５

－１８－



昭和４４年度漁獲調査表

』評 具

獲
尾
漁
釣

投繩時間

１０－１５

１０－４１

１０－５８

１１－２１

､揚繩時間

１０－２８

１０－５０

１１－１０

１１－５０

漁獲物

'、夕１

６１ １０－４５

１１－１０

１１－５５

１１－５５

１２－１７

０
０
０
０
０

０
５
５
１
５

一
一
一
一
一

１
１
１
２
２

１
１
１
１
１

キダイ１カイワリ１

ゴマサパ１

キダイ１

〃

く゛

6．２８ １０－５７

１１－１８

１１－５０

１１－１４

１１－５５

〃

チカメキントキ２

１２～ｉ

廷１０回

チカメキン

キダイ

カイワリ

マハタ

ゴマサパ

トキ５５

１

１

２

８

１１－０９

１１－５６

１１－４５
－

１１－１０

１１－４０

１５－００

z７

１
２
１
’
０
０
０

一
一
一

一
一
一

〃

チカメキントキ６ゴマサパ１

チカメキントキ２１ゴマサパ１１

8．１９

ａ

8．２５ 〃

少

－－￣－－

Ｊ『１０－４７

１１－１０

１２－２５

１５－５５

１４－２５

２５ １１－０２

１１－２８

１２－４５

１４－００

句

１０．２Ｚ １０－４６

１１－１８１

１１－４２

１１－０５

１１－５２

〃

キダイ５

１２－４０

－１９－



表６－２

４４１０．２９

０
０
５
５

１
４
０
１

一
一
・
一
一

０
０
１
１

１
１
１
１

５
０
０
０

５
０
５
０

一
一
一
一

０
１
１
２

『
Ｉ
公
Ｉ
幻
０
０
■
Ｉ

釣獲

１２．５

０
０
５
５
０

５
１
２
４
１

一
一
一
一
一

０
１
１
１
２

１
１
１
１
１

１０－５０ 〃

小ムツ１ 『｡

１１－５７

１１－５０
⑥公

１ゼカア
１
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ

１２－５０

０９－２０

０９－５７

０９－５０

１０－０５

1２．５

０
１
５
５

１
５
４
５

口
一
一
一
一

９
９
９
９

０
０
０
０

〃

ﾚンコ（キダイ）１
１２２５ １０－００ 〃

カンパチ１

〃 １

１２－４５

１５－２５

１５－４６

１４－２０

１５－００

１５－２８

１０－５０

１０－４５

１１－００

１１－５０

キントキ１

１５－００

１５－４０

１５－５５

１４－２５

１５－１４

ムツ １

カンパチ１

Ｐ

４５．１１０

５
０
０
７

１
４
５
０

一
一
一
一

０
０
０
１

１
１
１
１

〃

■$

盛

２５ ツノザメ’１－６ノコギリザメ１
￣-面●｡＿二●

ウマズラハギ１，トラザメ，ギンザメ

底刺網

Ｉ
２４
－

５．１５． 釣獲

5．５０ 底刺網

一

底刺網5．５１

－２０－



表７昭和４５年度漁獲調査表 (尾）
具
網

一獲

猟
剛

釣
漁獲物’年月日

４５．４．Ｚ

４．８．

５．１６．

ツノザメ７，ノコギリザメ２

〃
6．５．

７
４
８
７

２
５
５
１

一
一
一
一

０
０
０
１

１
１
１
１

〃

５
４
６
９

１
５
５
５

一
一
一
一

０
０
０
０

１
１
１
１

４５．６．１０
＜゛

アヤメカサゴ１

．カサゴ１

〃

〃

底延繩

6．２９

８．８．

，８．

マルソーダ１５，ヒラサパ２２，ゴマーサバ８

マサパ１，カサゴ１，ホシザメ１１１－２０

１５－５０

釣獲１０－４０

１０－５８

２１６ １０－２０

１０－４５

〃
１０．２

チカメキントキ５，￣マルソーダ２

サバ１ヒラマサ１

Ⅳ
１１．４

１
２

●
（
④
〈

サ
サ
マ
マ

ベ

の

０－５５

１－１５

１－５５

〃

１
１
１

１０－２０

１０－５０

１１－２５

１２１１．

、

12.-50

〃
｜
〃

１２－０５１２．１９

４６．１．２０ マダイ２，エイ２，サメ２１６－５０

Ｉ
マダイ１，カサゴ１，カワハギ１１．２４̄

2．

～

底刺網ノコギリザメ１，ホシザメ５

タカアシガニ１

〃
マハタ１，カサゴ４，チカメキントキ２

カイワリ５，ホウポウ２，サクラダイ５

マダイ１

5．

－２１－
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昭和４４年度釣獲および刺網試験位置図図
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図１２昭手Ⅱ４５年度釣漣箱よび刺織１７(験付置図
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２．出現魚種および漁獲量～帳艀

昭和４４年度の出現魚種および漁獲量はチカメキントキほか，１４種で１５０尾，昭和

４５年度は１８種で１０５尾であった。

昭和４４年度で最も多いのはチカメキントキで，このほかサバ類，キダイ等が多く，昭

和４５年度の/釣獲ではサバ類，ソーダカツオ類が多かった。さた底刺網では大半がサメ

類であった｡とのほか大型のタカアシガニ，マダイ，エイ等が目立った。

全体的には漁獲量力祗調であったのは，やは，冷水塊による海況が強く影響しているも

のと考えられる。

5．魚体調査

釣獲および底刺網による漁獲物２５２尾について魚体測定を行ない，表８に各魚種毎の

尾，又長体重について最大型，最小型，平均値を示した。

また，チカメキントキほか多獲魚種については尾又長組成を図１５に示した

ｏチカメキントキは前回（昭和４５年度……以下同じ）と|鮒同じ傾向を示し，尾又

長２６”前後と尾叉長５２～５４cm前後とそれぞれモードが承られた。

ｏキダイは前回尾又長１４～５４cmが出現し，大小ほ陸平均に混獲されたが今回（昭和

４４～４５年度…･以下同じ）は尾又長範囲１６～２８ｍにとどまり，尾又長２Ｍ１前

後のものが多く出現した。

ｏゴマサバは昭和４２年度の尾又長２３～５６α"に対し,「今回では５０～５２c'，zに集中

した出現がみられたｃさた，マサパについてもゴマサパとほｇ同様なモードがみられた。

ｏツノザメは前回尾又長７２～８８ｍzにモードかみられたが，今回は７４～１０２c’７２の

間に大きなちらばりがみられた。

。マルソーダは尾又長２６～４２ｍの間にかなりのちらばりがみられた。

4．冑内容調査

漁獲物について胃内容調査を行なったところ，空胃，空腸のもの，或いは胃袋の反転し

たもの等があって，全体の把握は出来たかったが，つぎの魚類については値旨明らかに在

った。

キダイについては，貝殻（チョウジガイ類），エビ類，タコ，シラス,リラゲウポリキ

ータ，不明小魚，Ｏｏｐｅｐｏｄａ'砂等であった。

チカメキントキについては，２０尾について胃内容説査を行たったところ，

Ｅｕｐｈａｕｓｉａが２０尾全部にみられ最も多かった。このほか魚類（主にシラス）が8尾
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イカ類が９尾で比較的多くみられ，またＯｏｐｅｐｏｄａ，Ａｍｐｈｉｐｏｄａ，甲殻類（シャコ類，

ゾウリェピ類，ＭｅｇａｌｏＩＩａ）力搭干出現した｡

このほかマルソーダはカタクチイワシが，アカゼムロはＯｏｐｅｐｏｄａがそれぞれみられ

マハタ類についてｳﾞはほとんど胃袋は反転のため調査出来たかった。

‐総体的にみて，雷内容に現われた生物の左かには定着性のものも含まれているｂ

このことは魚礁およびその付近に定着性の餌生物が生息をはじめたことをある程度裏付け

るもので，今後長期に亘って餌生物の繁殖が行なわれることは間違いを〈，食物連鎖の完

成による本格的な魚礁効果の現われて来るのは今後であるといえよう｡
へび
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体へ:童 【表８魚体調査表

斎一言~一雨三二:＝ 叉 長（”）
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Ⅲ要約：

Ａ昭和４４年度以降においては，魚礁作製後のコンクリート養生期間を十分とったことと魚
礁の投入を１個づつ厳守したため，前年度に比べ，魚礁の破損が著しく少〈左った゜
Ｂ，昭和４５年度まで魚礁の投入範囲は，半径２００ｍを目安としたが，一応量的にも投入量
が増大しナまた操業区域の拡大の意味もあって，投入範囲を半径５００伽を目安として実施
した｡しかしたから昭和４５年度は投入日に風波，流向，流速の影響を著しく受け，結果的
には半径５０ｍzにバラツキが及ん翁

０，当初の投入予定範囲である半径５００ｍ圏外に総数の１０妬に当るバラツキがみられ，そ

れが８Ｗ～Ｗの方向に多かったのは，投入船かＮＥの風波に左右されたためと考えられる。
、釣獲調査は２ヶ年に廷７４回実施した。釣獲内容昭和４５年度の８種／６５尾に対し，昭
和４４年度は９種／１４５尾，昭和４５年度は８種／６１尾であった。

Ｅ底刺網調査の結果は,～昭和４４年度が５種／５尾，昭和４５年度は１５種／５１尾で
あったｂ昭和４３年度の３０種／５７９尾に対して少なく在った理由は,全般にわたって異常
冷水の影響が大きかったことと，前年が，～１１月の底魚漁期に集中して調査を行なったの
に対し，今回は周年にわたって調査を実施したことが挙げられる。

Ｆ全体的には漁獲量は少なかったが，釣獲調査にもチカメキントキ，キダイ等の出現が多く，
有用魚族の定着が認められた。

Ｇ魚探調査では，魚群反応かかなり多くみられたが，一般に餌付き魚群が多く，漁獲そのも

のは少左かつた､したがって投入魚礁付近には，魚族の餌料となる諸生物の集合も考えられ
る。

Ｈ投入魚碓における漁獲調査では,クカアシガニ，トラザメ，エイ，アカゼムロ，アカイサ
キ，ギンザメ，マルソーダックロムツ等が新たに出現した。いい

Ｉ魚体測定では、テカメキントキか，前回の秋期における調査と，今回の６～７回の春期に

おける調査では低ｇかわらず，２４～２８c流および５１～５５ｍzにモードがみられた。
Ｊ胃内容調査では全魚種について把握は出来たかったか，チカメキントキについては

Ｅｕｐｈａｕｓｉａが全標本にみられた。また，その他の魚種の胃内容からみて魚礁付近には定
着性の餌生物が生息をはじめた様子もみられるので,Ⅲ今後長期に亘って餌生物の繁殖が行を

われることは間違い友〈，食物連鎖の完成による魚礁効果が現われてくるのは今後であろう。
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むすび

大島千波沖の大型魚礁は過去４年間に延４，０５０個，容積にして１５６９１空,､，金額にし

て５６，２６０千円が設置された。これは一事業体としては他府県に類例を承ない超大型人工魚

礁であって，まさに日本一といっても良い。

投入魚礁の９０％は初期の予定範囲である半径５０Ｍz圏内に投入されたが，全体的なバラ

ツキは約半径５０Ｍ@圏の範囲に広がった。この投入漁場（半径５００伽圏内）と周辺の天然

漁場と併せれば，利用漁場の範囲も１００万㎡程度に広がるので，操業船の利用隻数がかたり

増加して､操業は可能である。

この超大型魚礁か伊豆諸島の漁業振興にはたす役割は，立地条件，海況から見て速加勺を効

果は望めたいが，異常海況にあっても，若干だからも定着的な魚族がみられたので，除々に設

置魚礁の効果は上がっているものと思われ，資源保護的観点と専業，観光漁業と併せて今後漁

業者の意欲的活用によって，その効果は著しく増大できるであろう。

事業主体としては，－地区にこれ以上の投入は特に必要なく，なお今後投入を継続する左ら

ば，集中投入によってかさ上げを考慮すべきであろう。

したがって，次年度の投入部についてはこのよう左指導を行なら予定である。
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